
令和5年10月23日（月）

広島県 土木建築局 建設DX担当
主任 岡本 建人

～令和5年度中国地方建設技術開発交流会～

インフラマネジメント基盤DoboXを核とした
新たなサービスの提供について
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1. 取組に至った経緯・背景
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取組に至った経緯・背景

土砂災害ポータルひろしま
→土砂災害警戒区域図等の
GISデータがダウンロード可能

高潮・津波災害ポータルひろしま
→高潮・津波浸水想定図等の
GISデータがダウンロード可能

データを重ね合わせて見ることは
できない

■建設分野における現状・課題
１．自然災害の激甚化・頻発化

→施設整備等の効果的・効率的な推進
ソフト対策の充実・強化

２．インフラ老朽化の進行
→維持管理の一層の高度化・効率化

３．建設分野の担い手不足
→i-Constructionなどによる生産性の向上

４．新型コロナによる社会変容
→書面・対面にとらわれない働き方への転換

５．デジタル化・データ利活用の遅れ
→インフラデータを利活用できる仕組みの構築

・未だ書面・対面で行う業務が多く残っている。
・道路の規制情報や河川の観測情報等のインフラデータは、施設毎に構築したシステム等で個々に管理しており、施
設管理者間で連携できる状態となっていない。
・オープンデータ化が十分でないため、民間企業等でのデータの利活用が進んでいない。
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取組に至った経緯・背景
■建設業界を取り巻く環境が大きく変化している
・自然災害の激甚化・頻発化
→H18,H22,H26,H30,R2,R3に発生，間隔狭く災害規模も大きく

・インフラ老朽化の進行
→建設後50%以上経過する施設の割合が増大

・人口減少，少子化・高齢化による建設分野の担い手不足
→生産年齢（15歳から64歳）の減少
建設業界の若年齢（29歳以下）就業者数の減少

今までと同じやり方では，
今後，社会インフラの整備や適切な維持管理が困難となり，

県民や利用者へのサービス低下につながる
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 広島デジフラ構想は，建設分野におけるDXの取組をとりまとめたもの
 この取組の一つとして，データ連携基盤「DoboX」を構築（DoboX≠デジフラ構想）
 DoboXを活用して，データを活用した様々な取組を推進していく

広島デジフラ構想【R3.3策定】
建設分野における調査，設計，施工から維持管理のあらゆる段階において， デジタル技術を
最大限に活用し，官民が連携してインフラ（公共土木施設等）をより効果的・効率的にマネ
ジメント（管理・運営）していくため，目指す姿や 具体な取組案をとりまとめたもの

■目指す姿
１．新たなサービス

・付加価値の創出
２．県民の安全・安全の向上
３．県民の利便性向上
４．建設分野の生産性向上
５．持続的な変革

■現状・課題
１．自然災害の激甚化・頻発化

→施設整備等の効果的・効率的な推進
ソフト対策の充実・強化

２．インフラ老朽化の進行
→維持管理の一層の高度化・効率化

３．建設分野の担い手不足
→i-Constructionなどによる生産性の向上

４．新型コロナによる社会変容
→書面・対面にとらわれない働き方への転換

５．デジタル化・データ利活用の遅れ
→インフラデータを利活用できる仕組みの構築

デジタルの力

Ⅰ.デジタル技術を最大限に活用する
Ⅱ.データ利活用を推進
Ⅲ.人材育成と官民連携を推進する

Ⅰ～Ⅲの考えを基本に，50の取組を推進中https://www.pref.hiroshima.lg.jp/upload
ed/life/891283_8280729_misc.pdf

デジタル技術を最大限に活用して官民が連携し、「広島デジフラ構想」に掲げる県民の安全・安心など目指す姿を実現

取組に至った経緯・背景

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/life/821607_7877328_misc.pdf
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/life/891283_8280729_misc.pdf
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2. インフラマネジメント基盤（DoboX）の概要
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インフラマネジメント基盤（DoboX）

https://hiroshima-dobox.jp/

インフラマネジメント基盤（DoboX）【R4.6/28運用開始】
公共土木施設等に関するあらゆる情報を一元化・オープンデータ化し，
外部システムとのデータ連携を可能とするシステム基盤

■主なデータ一覧
・道路規制情報
・緊急輸送道路図
・洪水浸水想定区域図
・土砂災害警戒区域・特別警戒区域図
・雪崩危険箇所図
・高潮浸水想定区域図
・ため池浸水想定区域図
・避難情報
・3次元点群データ
・3D都市モデル
・都市計画区域情報
・インフラ情報（道路、河川、港湾など）
・カメラ画像

■DoboXできる３つのこと
１．データの融合
➣管理者の枠を越えて情報
を一元化し、データを融合
した新たなサービスを提供

２．オープンデータ化
➣オープンデータ化により、これ
まで行政内部で保管してい
た情報を誰でも利用が可
能

３．データ連携
➣外部システムとのデータ連
携により多様な主体から質
の高いサービスを展開

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/life/821607_7877328_misc.pdf
https://hiroshima-dobox.jp/
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インフラマネジメント基盤（DoboX）

道路情報 土砂災害

洪水
高潮・

津波災害

従

来

構
築
後

情報の一元化
オープンデータ

の活用

ハザードマップ３次元データ

都市計画基礎調査結果
内部保管データ

施設毎のシステムで公開

ＮＨＫ（土砂災害危険度等）

Yahoo!防災速報

情報の一元化・データの
有効活用による利便性向上

データを組み合わせ
新たなサービスを提供

データ連携により，複数の
事業者からサービスを提供

３Dマップ 観光MaaS防災アプリ

カーナビ

個別に調整した企業等
のみとデータを共有

情報は個々で管理し，
共有・連携が進んでない

システム間の連携やデータ
の活用が進んでない

情報の一元化・オープンデータ化 データの融合 データ連携
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インフラマネジメント基盤（DoboX）

 DoboXは，オープンデータのカタログサイトではなく，データ連携基盤
 様々なステークホルダーと連携することで，多様なサービスの実現を目指す
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デ
ー
タ
連
携
基
盤

サ
ー
ビ
ス
・ア
プ
リ

デ
ー
タ
・

ア
セ
ッ
ト

ハザード
マップ

３次元地形

データ

API API

システム保有者
【国・県・民間企業】

データ保有者
【県（ＤｏｂｏＸ）】

システム保有者
【県（ＤｏｂｏＸ）】

システム保有者
【交通事業者】

３次元点群共有
プラットフォーム

（公開機能を含む）

API API

地盤情報
（ボーリング）

API

テレビ
ＣＡＴＶ

防災アプリ 防災情報
災害図上訓練
提供アプリ

観光アプリ
ＭａａＳ

既存システム

システム保有者
【放送事業者】

蓄積型（手動連携）

インフラ情報

DoboX
土木 ＤＸ ドボックス× ＝

都市計画基礎
調査データ

３Ｄ都市モデル

３次元データ
提供アプリ

走行注意
区間情報等

道路規制情報
道路に関する
気象情報

河川に関する
気象情報

観測カメラ画像
公共土木施設
等の情報

航路情報等

システム保有者
【国土交通省中国地方整備局】

自主防災組織 観光客

システム保有者
【国・県（ＤｏｂｏＸ）】

システム保有者
【県（ＤoboX)】

建設事業者

・気象情報
・防災気象情報等

・気象情報
・避難所情報等

・防災気象情報
・道路規制情報
・カメラ情報

・ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ
・避難所情報
・地域の危険箇所等

・人流データ
・カメラ情報等

避難所情報

・DEMデータ
・オルソ写真
・等高線図等

オープンＡＰＩ

ス
マ
ー
ト

農
業

住
民
情
報
・

福
祉
・
税
等

オープンＡＰＩ

建設事業者の事業継続
と生産性向上

瀬戸内海島しょ部の
快適な観光の実現

利
用
者

API API

API API API

API API

API

インフラマネジメント基盤

DoboX
土木 ＤＸ ドボックス× ＝

自主防災組織の体制強化

・健全度
・地盤情報
・カメラ情報
・道路規制情報等

インフラマネジメント基盤（DoboX）
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3. 具体的な取組について
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防災に係る取組

災害リスク × 事前規制（雨） × 防災施設 × 過去の被災箇所
＝ より安全な避難経路の確保

主な公開データ：浸水想定区域(   )，土砂災害警戒区域(   )，ため池(   )， 道路規制区間( ) ，
避難所( )，砂防ダム( )，がけ崩れ防止施設( )，過去の被災情報( )

 道路、河川、砂防、ため池担当、危機の
各部署が所有するデータを重ね合わせる
ことで、きめ細かなリスク情報を提供
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防災に係る取組

・「災害リスクマップ」は、消防保安課を通じて、自主防災アドバイザーを対象に操作説明会を実施し、地域の防災
訓練などで活用が進んでいる。
・広島テレビのホームページやアプリなどから直接アクセスができるよう地元報道機関とも連携した取組を進めている。
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防災に係る取組

公開データ：土砂災害警戒区域等（全市町），津波・高潮浸水想定区域（全市町）
洪水浸水想定区域（瀬野川・黒瀬川・沼田川・芦田川流域），３D都市モデル（海田町，府中市）

災害リスク × 建物 × ３次元データ
＝ 仮想空間上で被災を疑似体験

建物以外をクリックすると
指定箇所のリスク情報を表示

↑建物をクリックする
建物の用途や構造などを表示

 ３Dマップ上に、３次元化した災害リスク情報、建物を
重ね合わせることで、被害状況を視覚的に確認でき，
地域に潜む被災リスクを住民間で共有
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道路情報に関する取組

国道 × 一般国道 × 県道 × 主要な市町道
＝ 道路利用者の安全性・利便性向上

 国道、県道に加え、市町が管理する主要な
道路の規制情報を追加するとともに、 道路
の降雪状況や、豪雨、越波時の状況が分
かる画像情報を提供
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カメラ情報に関する取組

国・県・市町が管理する道路、河川、ダム、港湾、海岸などのカメラ情報を一元化

公開データ：国（河川）、県（道路、河川、ダム、港湾、海岸）、呉市（その他）、東広島市（河川）、
江田島市（港湾）、北広島町（河川）
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各種法令に関する取組

各種法令の規制区域や規制内容、手続きなどが確認できる

確認できる法令等：都市計画法、県砂防指定地管理条例、急傾斜地法、地すべり等防止法、
森林法、自然公園法、被爆樹木
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地形データに関する取組

公開データ：グリッドデータ、等高線、
オルソ画像、水分ポリゴン

航空レーザ測量によって取得した
データ（1mDEM）が誰でも利
用可能
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地形データに関する取組

被災後に取得した３次元点群データを重ね合わせて
迅速かつ正確な被害状況の把握

広島県砂防課（平成30年７月豪雨災害）

3次元点群データ（イメージ）

データの取得可能範囲

県内ほぼ全域で３次元データの取得が可能

 ３次元点群データを災害発生後の被害状況
の確認や復旧工事等に活用
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データ利活用に関する取組
 オープンデータを活用した地域課題解決を図るアプリケーション（実装ベース）

名 称
（管理者）

概 要 主な使用データ 地域課題 参 考

Yahoo!防災速報
（ヤフー株式会社）

緊急地震速報や津波、避難情報、
大雨によるさまざまな防災情報を
プッシュ通知で受け取れるほか、
災害マップや防災手帳など、災害
に備えるコンテンツを確認できる
アプリ

・過去の発生した災害情報
・ため池ポイント

防災・減災

https://emg.yahoo.co.jp/

キキミルAR
（広島県）

AR（拡張現実）技術を活用し、ス

マートフォンのカメラ映像上に土
砂災害警戒区域等を表示し、自
宅周辺や通学・通勤路などの現
地でカメラをかざすだけで危険性
を認識できるアプリ

・土砂災害警戒区域等
・過去の発生した災害情報

防災・減災

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki
/100/kikimiru-ar.html

tabiwa
（JR西日本）

旅先のスポット情報、経路検索、
鉄道・バスなどが乗り放題の周遊
バスや観光・グルメのチケット購
入など旅に必要なサービスが詰
まった観光ナビアプリ

・瀬戸内海の航路情報
・ビューポイント写真情報

観 光

https://www.jr-
odekake.net/navi/tabiwa/
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DoboXデータチャレンジ
開催概要
・応募条件：DoboXで公開されているオープンデータなどを利活用したアプリケーション・

データ・アイデア・アクティビティの全4部門の作品募集
・作品募集期間：2023年10月2日（月）～2023年11月30日（木）まで
・審査方法：【一次審査】書面審査

【最終審査】現地orオンラインプレゼン実施
・備 考：一般社団法人社会基盤情報流通協議会（AIGIDアーバンデータチャレンジ

2023）および国土交通省PLATEAUAWARD2023にもあわせて作品応募可能

作
品
応
募

一
次
審
査

最
終
審
査

作
品
締
切

審
査
結
果
通
知

表
彰

10月2日 11月30日

（スケジュール）

https://dobox-data-challenge.jp/

データ利活用に関する取組

https://dobox-data-challenge.jp/
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データ利活用に関する取組

DoboX×PLATEAU Hack Challenge 2023 in 広島（9/16、9/17）

作品名 作品概要

次世代ハザード
マップ

DoboXの詳細な３次元データを活用して、

３次元上でよりリスクの高い場所を視覚
的に表現できるアプリを提案

はよう
逃げんさい！

避難所に逃げ遅れた人をあぶりだし、要
避難者に対し声掛けができるアプリを提
案

安芸高田市に人
を集めたい！

コミュニティバスの情報を経路検索サー
ビスで活用できるよう路線図や時刻表
等をデータ化

Forecast Hazard 
Map

AIによる浸水予測を行い逃げるべき方
向などを確認できるアプリを提案

バーチャル点字
ブロック

点字ブロックが途切れている区間を、デ
ジタル技術を活用して補完し、視覚障害
者を支援するアプリを提案
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データ利活用に関する取組

広島県立大学アイデアソン
（10/11・25）

DoboXを広く周知するための広報や、官民が協働して取り組むアプリ開発など
イベントを通じて、デジタルリテラシー向上、新たなサービス・付加価値を創出

中国新聞10/12朝刊
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4. 現時点での導入効果について
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現時点での導入効果
期間：R4.6.28～R5.9.30
 3Ｄマップなどの可視化コンテンツの閲覧：15,191回（累計）
 オープンデータのダウンロード：408,492回（累計）

R5.7以降避難所情報・避難情報が

ダウンロードされている。（アプリ
開発を目的としたAPI連携による）

主に、「災害リスク情報」、「都市計画関連情報」が
ダウンロードされている。



https://www.pref.hiroshima.lg.jp/
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